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�������������の観測�  
広域 ※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図 (新潟 ) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (東北大学) (自治体)
震度計 GPS Hi-net 地震計 (短周期) 震度計
地震計 (短周期) K-NET
(地震津波観測) KiK-net

凡　　　　　　例

 
図 37-3 観測点位置図 (広域). 
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北緯36°57′18″ 東経139°17′07″ 標高2,356m(柴安嵓(しばやすぐら)) 

(測定点)  
 

 

 

 

燧ヶ岳全景 南東側から 1999 年 10 月気象庁撮影 
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福島・群馬・新潟県境にある尾瀬ヶ原の北東の福島県南西隅に位置する基底 8×6km、比高

約 700m、山頂に直径約 800m の火口を有するほぼ円錐形の成層火山で、主に安山岩からデイ

サイト質の岩石で構成される(渡辺, 1989; 横瀬, 1989; 早川・他, 1997)。モーカケ火砕流

堆積物及び燧ヶ岳‐七入軽石が 15～20 万年前の間のいずれかに形成されたことから(山元, 

1999; 鈴木・他, 2004)、そのころすでに燧ヶ岳は活動を開始していた。完新世には、1 回の

岩屑なだれの発生と複数回のマグマ噴火があったと考えられている。しかし、約 500 年前の

水蒸気噴火堆積物以外には、記録及び放射年代値などは得られておらず、個々の噴火の詳し

い活動年代は明らかでない。岩屑なだれの発生により、南東麓の尾瀬沼が形成された(渡辺, 

1989;早川ほか, 1997)。最後の噴火は、16 世紀に洪水の記録の残る水蒸気噴火が知られてい

る(早川, 1994)。この噴火の直前に山頂部の御池岳溶岩ドームが形成されたと考えられてい

る(早川・他, 1997)。安山岩～デイサイトの SiO2 量は 54.5～68.5 wt.% である。 
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